
 

 

 

 

  1 学期が終業しました！！ 
毎日酷暑がつづき、夏本番の時期になりました。1 学期も早いもので、今日で終業となりました。 
今年度は、5 月 8 日に新型コロナウィルス感染症が 5 類に引き下げられ、インフルエンザと同等の取り扱いにな

りました。それと同時にマスクの着用も自由化され、コロナ前の生活に戻り始めました。ただ、すっかりコロナウイ
ルスが無くなったわけではないので、ある程度の感染対策を施したうえでのアフターコロナ生活となっています。本
校でも、教職員をはじめとして、子どもたちも徐々にマスクを外し、顔の表情が見られるようになってきたのはうれ
しいことです。 

学校活動も徐々に行事が復活しだし、今年度はじめの 1 学期の新任式・始業式では 3 年ぶりに参会型の式ができ
ました。これまでのリモートでは味わえなかった子どもたちの表情や反応が、同じ空間に居ることで感じ取られたこ
とを新鮮に感じたことを記憶しています。私たち教職員も、また子どもたちも、和佐小学校の集団の一員であること
を改めて感じたと思います。 

さて、今日 20 日（木）は、1 学期の終業式を行いました。4 月の始業式では、子どもたちに、３つの「進んで…
しよう。」のお願いをしました。その 3 つとは、「進んで、自分を伸ばそう！」・「進んで、学級や学校のために何かし
よう！」・「進んで、あいさつや感謝をしよう！」の 3 点でした。なぜ、このようなお願いを子どもたちにしたかと言
いますと、昨年度末に各学年の子どもたちの実態と課題を話し合った際、本校の児童に足りない力は、自信と自己肯
定感だという意見が上がりました。このような課題は、どこの学校でもある特徴だと思いますが、全て自然に身につ
くものではありません。「進んで」という言葉通り、自ら行動しなければ何も生まれません。 

私の好きな元プロレスラーの（亡き）アントニオ猪木氏がよく朗読していた『道』という詩があります。「人は歩
みを止めたときに、そして、挑戦を諦めたときに、年老いて行くのだと思います。この道を行けばどうなるものか。
危ぶむなかれ。危ぶめば道はなし。踏み出せば、その一足が道となり、その一足が道となる。迷わず行けよ。行けば
わかるさ。」という詩ですが、不安や失敗を恐れていたら何もできません。結果がどうであろうと、作った道の分だ
け自信がつき、自らが作った道のあとを一緒に歩いてくれる人も出てきます。 

終業式では、「進んで…」どんなことが出来たかを聞きました。出来なかった児童にも、2 学期から「踏み出す」勇
気を持てるようになることを願って、一つでも出来るようになることが大切だと話しました。全員が一度にそうなる
ことは不可能だと思いますが、子どもたちの士気が少しずつでも広がっていくことを願っています。  
 さいごに、児童の皆さん、長い夏休み、家族と過ごす時間を大切にして、有意義な夏休みにしてください。事故・
病気もなく、8 月 25 日（金）に元気な顔で登校してくるのを待っています。保護者の方々もお体にお気を付けて！ 

〇【七夕かざり】（職員室前廊下にて） 
全学級で、「七夕かざり」を行いました。すべての子どもたちが、自分の願いを短冊に書き飾りつけをしました。

竹は、高積神社さんにお願いし、教職員らが切って運ん
できました。夏の恒例行事を、全児童で行うことで、本
校の児童としての一体感が生まれたのではないでしょう
か。 
 

 

 

 

★【学校運営協議会（コミュニティ・スクール）を開催】 
 先月、6 月 16 日（金）に今年度初めての学校運営協議会を行いました。本校では、幼稚園と合同でこの協議会を
行っています。今回は、コロナ禍で出来なかった 3 年ぶりの参集型の協議会となりました。うれしいことに、お忙し
いにもかかわらず、ほとんどの方が出席していただき、12 名もの方々が集まってくださいました。本当にありがと
うございました。この学校運営協議会は、学校と地域住民等が力を合わせて学校運営に取り組むための合議制の機関
で、地区の各種団体長様や PTA 役員様、そして管理職等が参会し、学校と地域が目標を共有し、その実現に向けて
重点的に取組む活動等を協議していく会です。「地域とともにある学校」として、地域との連携を深め、子どもを取
り巻く環境や学校の抱える複雑かつ多様化した課題を、地域との連携・協働により、より良い方向に進めていくこと
を目的にしています。これからも、地域の方のご支援やご協力をいただき、子どもたちの育成に尽力していこうと考
えていますので、これからも宜しくお願い申し上げます。ありがとうございます。 
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【お知らせ】  子ども見守り隊の活動とし

て、今までの方々に加わって、民生児童委員

の方々も 2学期より活動に加わっていただけ

ます。本当にありがとうございます。 



 


